
 

 

普及活動情勢報告（平成 30 年 8 月分） 

                                          安芸農業振興センター 

 

 

 

 

 

 

 

 

環境制御技術をもっと拡げていきましょう！ ～安芸地区環境制御技術普及推進会議～ 

 
 
 
 
 
 
 
 

湿度制御で病気を 

抑えることができました！ 

7月19日、農業改良普及課はJA土佐あき本所で安芸地区環境制御技
術推進会議を開催し、生産者代表8人と関係機関職員36人が出席しま
した。 

農業改良普及課は、普及計画の重点プロジェクトの内容と実証試
験の結果を、県関係機関からは前年度試験結果と本年度試験計画を
報告し、生産者らと増収効果や管内の環境制御技術の普及方策につ
いて意見交換をしました。 

生産者代表からは「平均よりやや少ない収量の農家に炭酸ガス発
生機を貸し出しては?」といった提案が出されました。 

農業改良普及課は、提案された内容も検討しながら、更なる環境
制御技術の普及に取り組みます。 

酒米づくりをあきらめん!! ～東川酒米研究会酒米検討会～ 

 
 
 
 
 
 
 

壊れた田んぼを直して 

また酒米作るぞ!! 

 

 

7月20日、JA土佐あき特産部東川酒米研究会が東川農林センターで
酒米検討会を開催し、生産者10人が参加しました。 

今回の西日本豪雨による河川の氾濫で耕作できなくなってしまっ
た酒米の水田が多く発生してしまいました。しかし、被災しても収
穫できそうな酒米については、頑張って作りたいという生産者の意
向もあり、農業改良普及課は被災後の生育状況を報告するとともに
肥培管理等について指導しました。 

生産者からは「地元酒蔵のためにも、ちょっとでも出荷したい」
といった前向きな意見が聞かれました。 

今後も引き続き、JAと協力して酒米産地復興を目指して酒米研究
会を支援します。 

百聞は一見にしかず！ ～第１回集落営農塾（先進地視察研修）を開催～ 

 

 

 

 

 

 

 

将来に向けて 

どこに力を入れるかやね 

7月25日、農業改良普及課は第1回集落営農塾（先進地視察研修）
を開催し、組織化を目指す集落代表者と関係機関等13人が参加しま
した。 

いの町の上東地区営農組合と集落活動センター柳野を視察し、組
織設立の経過や現在の運営体制、今後の推進方向等について説明を
受けました。 

参加者からは、「実際に運営している人の話が聞けて組織化に向
けたイメージができた」等の意見が出され有意義な研修となりまし
た。 

農業改良普及課は、今後も関係機関と連携して研修会を開催し、
地域の農地・農業を守る仕組みづくりに向けて支援します。 



 

 

 

 

新たな栽培に向け勉強会を開催しました ～奈半利支部園芸研究会～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

熱心に聴く生産者 

8月6日、奈半利支部園芸研究会がJA土佐あき奈半利支所で勉強会

を開催し、生産者6人が参加しました。 

農業改良普及課は、間もなく植付けが始まる促成ナスの定植時の

かん水管理について指導し、また平成31園芸年度から本格的に取り

組もうとしている国準拠GAPへの取り組みについて説明しました。 

生産者からは「ペットボトルへの農薬の移し替えは絶対ダメだ」

など、作業時に感じている危険性について意見や体験談などが出ま

した。 

農業改良普及課は、今後も部会活動や個別巡回を通じて栽培管理

指導や作業改善の啓発を行います。 

 

 

 

地域の宝『ぼたなす』を届けよう！  ～トロットロの焼きなすはいかが～ 

 
 
 
 
 
 
 

 

『ぼたなす』を大事に 

育てていきましょう!! 

室戸市吉良川町日南（ひなた）地区には、知る人ぞ知る伝統野菜
『ぼたなす』があります。夏の風物詩として親しまれており、地区
の半数近い家庭で栽培されていますが、地元の直売所以外ではほと
んど販売されていません。 

そこで農業改良普及課室戸支所と室戸市地域おこし協力隊は、『ぼ
たなす』の増産と販路拡大を目指して、試験栽培の実施、各戸の現
状把握や意向調査を進めています。8月上旬に『ぼたなす』を試食し、
とても美味しいことを確認しました。 

農業改良普及課室戸支所は、今後も地域の活動組織‘ひなたぼっ
こ’と連携して、『ぼたなす』が地域活性化の足掛かりとなるよう、
幅広く支援します。 

はじめよう、農福連携!! ～安芸市農福連携研究会シンポジウム～ 

 
 
 
 
 
 
 
 

“農業”と“福祉”で 

手をつなごう 

 
 
 

安芸市やポラリス、JA土佐あき、福祉保健所、農業振興センター
で構成する安芸市農福連携研究会は、障がい者等の就農支援活動の
紹介と他地域へも農福連携を拡げることを目的に、8月9日にJA土佐
あき本所でシンポジウムを開催し、146人が参加しました。 

農業改良普及課は、シンポジウム全体をコーディネートしました。 
安芸市からは「障がい者雇用、共に働くを当たり前に!」という題目
で、安芸市での障がい者等の現状等が報告されました。 

その後、既に障がい者等を雇用している農業者3人を交えたパネル
ディスカッションが行われ、「雇う側は待って引っ張るという寛容
な気持ちを持つことが大事」など貴重な意見が交換されました。 

農業改良普及課は、今後、ミスマッチの無い農福連携ができるよ
う農業技術の可視化などで障がい者の作業水準を高める支援を担っ
ていきます。 


